
 

 

 

合唱を通して育む力       校長 藤木 秀泰 

 ７月５日（水）に、令和５年度の合唱コンクールを開催しました。コロナウィルス感染症が５類

になったことを受けて、令和元年度以来の通常開催です。 

 ６月半ばから始まった取り組みでは、まずそれぞれの学級で合唱コンクールに対する願いを語り

合いました。コンクールで金賞を、そして最優秀賞を取るために何が必要か？ ただ単に一生懸命

に練習するというだけでなく、クラスの課題にまで掘り下げていきました。あるクラスの話し合い

では、「係の人が言いたいことがあっても、みんながしっかり聞いてくれないから、本当のことが言

えない。だから、取り組みの中で、誰もが本当の気持ちを言い合えるようにしたい。」と言っていま

した。また、別のクラスでは、「合唱だけでなく、日常生活の全てがつながっているから、最優秀賞

を取るためには、授業や掃除もしっかりやらなくてはならない。」と話し合いました。 

 しかし、全てがうまく行くわけではありません。合唱の質をさらに高めようとすると、どうして

も一人一人の意識の違いが浮き彫りになってきます。係やリーダーが一生懸命に呼びかけても、簡

単に意識が高まるものではありません。なかなか思うようにいかなくて悔しい気持ちを味わった人

もいました。逆に、一生懸命に歌っているのに、さらに高い要求をされて、合唱が嫌になった人も

ありました。それでも、クラスのみんなで精一杯やり切ろうと、何度も話し合い、練習に励みまし

た。そのような中で、きっとどのクラスも「自分たちの合唱が変わった」と実感する瞬間があった

のではないかと思います。 

 そして、７月５日、合唱コンクール。当日は、音楽の専門家で

ある平野先生と若井先生に技術面や合唱の完成度などを審査し

ていただき、校長と教頭がそれまでの取り組みを評価しました。

金賞を取るには、４名の審査員の合計が全ての観点で 80％を超

えなければなりません。ところが、結果は、全てのクラスが金賞

という、レベルの高いコンクールになりました。 

審査員の先生方は、「この時期にこれだけの合唱ができるなんてすばらしい。２・３年生はもとよ

り、入学してからまだ３ヶ月しか経っていない１年生が、こんなに歌えるなんて信じられない。」と

褒めていただきました。各クラスのひたむきな努力は、確かに実を結びました。 

 合唱コンクールには、合唱の質を高めるだけでなく、クラスの力を高めるという目的があります。

取り組みを通して、一人一人が自分の思いを語り合ったり、相手の気持ちを理解したり、ひとつの

目標に向かってみんなで協力したり、やり遂げた感動を分かち合ったりするといった経験をします。

合唱という共通の土台があるからこそ、クラスの課題と向き合うことができます。いい合唱にした

い、金賞を取りたいという願いがあるからこそ、真剣に思いを語り合うことができます。普段はあ

まり話さない人とも、関わり合うことができます。そうして築いた仲間関係は、他のことにもつな

がっていきます。このように、日常生活ではなかなか経験できないことを、合唱コンクールという

行事を通して経験し、力をつけていきます。 

 ７月１９日には、体育祭の団決め集会がありました。合唱コンクールが終わったばかりですが、

生徒たちは、次の目標へ向かっています。今度は、学年の枠を超えて縦割りの団の活動です。合唱

コンクールでの成果と自信をもとに、さらに力を伸ばすことを期待しています。 

自律 尊重 
＜学校の教育目標＞ 神岡中学校だより 令和５年７月号 

＜合言葉＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 部活 バス 

１ 火    

２ 水 学習相談日、さくら食堂  ○ 

３ 木    

４ 金   ○ 

５ 土    

6 日    

7 月   ○ 

8 火    

9 水 学校閉庁日   

10 木 学校閉庁日   

11 金 山の日   

12 土    

13 日    

14 月 学校閉庁日   

15 火 学校閉庁日   

16 水 学校閉庁日   

17 木 高山西高校 OS   

18 金 地区ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ、高山西高校 OS   

19 土    

20 日    

21 月    

22 火    

23 水    ○ 

24 木   ○ 

25 金 夏季休業日終了  ○ 

26 土 神岡防災タウンウォッチング   

27 日    

28 月 夏休み明け集会 × １４：５０ 

29 火  × １５：５５ 

30 水 前期期末テスト × １３：４５ 

31 木 前期期末テスト × １５：５５ 

８月の行事予定 

 

受賞等について一部ご紹介！（7/18 現在） 
＜吹 奏 楽 部＞ 飛騨吹奏楽コンクール 高山市長賞 
＜野 球 部＞ 中体連地区大会 ３位 
＜陸 上 部＞ 全日本通信陸上競技大会（県大会） 
         ・女子円盤投 ３位 前田結愛さん 
 
★この時期は多くの３年生が「引退」をしますが、自分が３年間がん
ばったこと、その思いをぜひ１，２年生に語ってやってほしいと
思います。今度は、それを受け取った１，２年生が神岡中学校の
「顔」として、地域を元気づける新たなチーム、活動を創りあげて
いくことを期待しています！ 

休み明け以降の主な行事 

◇前期期末テスト … ８月３０日(水)、３１日（木） 
※夏季休業日は「長めのテスト取組期間」です。 
 お時間ある時に、ぜひお子さんの自宅学習の進 
 捗確認や、将来のことについての対話の時間確 
 保をお願いします。 

◇体育祭 … ９月２１日（木） 予備日：２２日（金） 

◇三者懇談 … １０月２日（月）～５日（木） 

◇前期終業式 … １０月６日（金） 

◇３年生修学旅行、２年生職場体験 … 
１０月１１日（火）～１３日（金） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
合唱コン全クラス金賞受賞の興奮冷めやらぬ中、 

校長室では生徒会執行部と PTA 本部役員との語る
会が開催されました。 
 前期生徒会スローガン「THE GREATEST 
SHOWMAN」に込められた、『学校という舞台で一
人一人が主役となり、輝ける学校にしたい！』とい
う思いと、その実現のために現在取り組んでいるこ
とを執行部が発表し、本部役員の方からは「自分た
ちで学校を変えていこうとする取組が素晴らしい」
「もっと生徒会活動のことが知りたい」とのご意見
が出ました。次号でも、引き続きご紹介します。 

7/5(水) 執行部と PTA本部役員語る会 

学校運営協議会とは、地域の将来を担って立つ大切な
子供たちをどのように育てるか、学校と地域の方が一緒
になって考えるための組織です。学校は、教育の方針や
子どもたちの様子を伝えるとともに、協議会委員の皆様
からは、子どもたちへの願いや教育活動への要望などの
ご意見をいただきます。神岡町では、神岡小学校と神岡
中学校でひとつの学校運営協議会になっています。 
  今年度第１回目の学校運営協議会が、神岡小学校で
開催されました。授業参観の後の意見交流では、地域と
の連携活動の話題があがりました。地域の中で健やかに
子どもたちが育つよう、諸活動のご協力をお願いします。 

会長： 加藤 誠           副会長： 福永 聡 
学校支援部長： 林 義成   地域活動部長： 萬 英久 
地域代表： 三井大輔      住民代表： 川上 佳洋 
住民代表： 上葛 健介     小 PTA会長： 三井 伸弥 
中 PTA会長： 柘植 信人 

以上の方々が、今年度のメンバーです。（敬称略） 

7/11(火)  第１回学校運営協議会 

神岡中学校 
８２－１１６４ 

 
飛騨市教育委員会 
０５７７－７３－７４９４ 

※学校閉庁日の期間は、教育 

委員会にご連絡ください。 

夏季休業中バス（どの線も学校
着は８：２０、学校発は１１：４０、
ただし、8/2 の漆山のみ学校着
８：００、学校発は１５：００） 
 
◆7/27…全線あり、◆7/28…
小萱線、袖川線 B、袖川線 C の
み、◆8/2…漆山、小萱線、吉
田・東雲線、袖川B、袖川線C◆
8/4…小萱線、袖川線 B、袖川
線 Cのみ、◆8/7…袖川線 Cの
み、◆8/23~25…小萱線、吉田・
東雲線、袖川 B、袖川線 Cのみ 

三井金属ユアソフト株式会社様より 
学校備品をご寄付いただきました 

シュレッダー    パーテーション     車いす 
大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 


